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特集 知ってる!?  元号 よもやま話元号 よもやま話

■女性部だより…さわやか教室閉校式ほか
■営農情報だより…（家庭菜園アドバイス）マルチの役割と種類について
■平成30年ＪＡ歌壇・俳壇年間賞発表
■健康百科…めまいへの対処法
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種まきから始めた米作り、 最後は炊いて食べる

福祉施設へ餅・タオルなど贈呈

お座敷列車で南房総の旅を楽しむ

２月定例家畜市、全体的に価格下げる

　１月10日　きそふくしま保育園の年長園児
26人が昨年５月の芽出しから始め、収穫や籾
摺りなどを体験した米作りの最後に、鍋で米が
炊き上がるまでの様子を見学し、炊き上がった
米をおむすびにして食べました。木曽町保育園
の栄養士から米の洗い方や米を原料とする食品
の種類などについての話も聞きました。炊き上
がった米をおむすびにして食べた園児は「ホカ
ホカしておいしかった」と話しました。園児の
米作りについて保育士の青木奈美子さんは「毎
日食べるお米について何も知らないよりは実際
に体験することは大事だ」と語りました。

　１月８日　ＪＡ木曽と同ＪＡ女性部は、木曽
郡内の高齢者や障害者などの福祉施設６カ所を
訪問し、地元産の米100キロやタオル630本、
切り餅10キロなどを贈りました。髙橋德組合
長と田屋万芳専務、女性部役員らが２班に分か
れ、老人ホームや障害者支援施設、児童養護施
設を訪問しました。毎年実施している正月の恒
例行事で、米と餅は昨年10月に開いたＪＡ祭
の農産物品評会展示即売会の売上金などで購入
し、タオルは女性部のボランティア活動で寄付
を募り集めました。上松町の障害者支援施設・
上松荘へは「コシヒカリ」の独自ブランド米
「初恋」20キロとタオル100本ほどを川越康孝
施設長に手渡しました。

　２月13～14日　ＪＡは恒例の組合員お楽し
み旅行として、一昨年利用したＪＲ東日本の貸
切お座敷列車「宴」で南房総半島の「天津小湊
温泉１泊２日の旅」を実施し、97人が参加し
ました。ＪＲ塩尻駅から千葉県市原市のＪＲ五
井駅までの往路をお座敷列車で宴を催し、お酒
など酌み交わし、カラオケなど楽しみながら過
ごしました。宿泊先の天津小湊温泉までの道中
とその帰りはバスで南房総の観光地などを巡
り、濃溝の滝散策や日蓮宗の大本山・誕生寺拝
観、道の駅などでの買い物を楽しみ、菜の花の
観賞で一足早い春の訪れを堪能しました。

　２月７日　長野県中央家畜市場（木曽町）で
平成30年度最後の定例市場が開かれ、和牛子
牛375頭が上場し、366頭が成立しました。子
牛全体の平均価格は前回12月市場から48,308
円下げて720,727円（税抜き）。寒さによる体
重の減少などで個体差が大きく、販売価格が乱
高下し、全体的に下げ基調となりました。去
勢子牛の平均価格は776,525円（同）となり、
雌子牛の平均価格は652,000円（同）となり
ました。セリ前に行われた子牛共進会の木曽管
内の結果は次の通りです。
去勢牛＝最優秀賞　沢口　稔さん（木曽町）、
　　　　優  秀  賞　大久保範人さん（木曽町）
雌　牛＝最優秀賞　清水義和さん（木祖村）

透明の鍋で米が炊き上がる様子を見る園児透明の鍋で米が炊き上がる様子を見る園児

　　

上
松
荘
に
米
な
ど
を
贈
る

上
松
荘
に
米
な
ど
を
贈
る

髙
橋
組
合
長
と
久
保
寺
益

髙
橋
組
合
長
と
久
保
寺
益

美
女
性
部
長

美
女
性
部
長

お座敷列車でゆっくりくつろぐ参加者（開田支所）お座敷列車でゆっくりくつろぐ参加者（開田支所）

前回同様のにぎわいを見せた子牛市場前回同様のにぎわいを見せた子牛市場



3 ＪＡきそＪＡきそ 2019年３月号 2019年３月号

女性部だより 各本支部の各本支部の
主な活動について主な活動について

紹介します。紹介します。

平成30年度さわやか教室閉校式
健康や仲間づくりなど楽しい活動を展開

　２月５日　ＪA木曽女性部は、年間を通し
て健康づくり・仲間づくりを目的に行う平成
30年度さわやか教室の閉校式を上松町ひの
きの里総合文化センターで開きました。部員
107人が出席して活動を振り返り、記念講演
では松本歯科大学・黒岩昭弘教授による歯と
健康についての話を聴きました。
　女性部の部員数は現在524人で、昨年度の
さわやか教室の活動には延べ742人が参加し
ました。事務局のＪＡ職員がスライド写真を
見せながら１年間の活動を振り返りました。

さわやか教室
野菜作りの基本は土づくりから

　１月24日　野菜作りの基本を学ぶ「野
菜・土づくり講座」をＡ・コープきそ店の会
議室で開き、13人が参加しました。ＪＡ営
農技術員３人を講師に参加者からの質問を中
心に、土づくりや肥料・農薬の種類と使用方
法、野菜の作り方などについて学びました。
特に植木鉢（プランター）を使った野菜作り
やトマト・キュウリ・ナスなどの作り方のポ
イントや留意点について説明を聞きました。
参加者は春からの野菜づくりの参考にしよう
と熱心に聞き入っていました。

ＪＡ全農と47都道府県のＪＡ女性
組織が子ども向けに地元農畜産物を
食材としたご当地どんぶりを開発す
るプロジェクトに参加し、ＪＡ木曽
女性部三役が事務局職員と一緒に木
曽和牛をメインに御嶽はくさいや王
滝かぶなど地元野菜を使ったどんぶ
り作りに挑戦しました。

１月８日  どんぶり47プロジェクト（於：Ａ・コープきそ店）
特製「木曽カフェどん」を作って応募特製「木曽カフェどん」を作って応募

「家の光」の記事
を活用した手芸教
室として綿を入れ
た布を前掛けのよ
うに縫い合わせて
作る腰布団を作り
ました。

２月１日　家の光記事活用の手芸教室
「あったか腰布団」をつくる「あったか腰布団」をつくる

遊休農地活用で栽培して収穫したそばの試食会を大桑支
所で行いました。健
康体操で体をリフ
レッシュした後、新
そばによる冬ならで
はの「とうじそば」
を味わいました。

１月22日　大桑支部（於：大桑支所）
遊休農地で栽培した新そばを味わう遊休農地で栽培した新そばを味わう

携帯電話やメガネ、
筆記用具、ハンカチ
などが入り、ちょっ
としたお出かけに身
につける便利なポ
ケットポーチを作り
ました。

２月19日　福島支部　手芸教室（於：木曽福島支所）
便利ポケットポーチを作る便利ポケットポーチを作る

ＪＡ営農技術員を講師に説明を聞く女性部員ＪＡ営農技術員を講師に説明を聞く女性部員 松本歯科大・黒岩教授の講演を聴講する女性部員松本歯科大・黒岩教授の講演を聴講する女性部員

出来上がりの出来上がりの
「木曽カフェどん」「木曽カフェどん」

（於：Ａ・コープきそ店）
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特　集

元
号

話

監
修
／
山
本
博
文
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）　

イ
ラ
ス
ト
／
信
吉

元
号
制
度
は

中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

元
号
を
使
う
前
は

ど
う
し
て
い
た
？

期
間
が
一
番
短
い

元
号
は
２
カ
月
強
！

　

元
号
は
紀
元
前
１
１
５
年
こ
ろ
、

前
漢
の
武
帝
が
自
分
の
治
世
を
「
建

元
」
と
名
付
け
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
日
本
へ
は
西
暦
６
０
０
年
前
後

に
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
制
度

と
共
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
鮮

半
島
や
ベ
ト
ナ
ム
で
も
取
り
入
れ
ま

し
た
が
、
今
も
元
号
を
使
う
の
は
日

本
だ
け
で
す
。　

元
号
導
入
以
前
の
日
本
で
は
、

人
々
は
年
を
言
い
表
す
に
は
干
支

（
え
と
）
を
使
い
ま
し
た
。
で
も
干
支

は
60
年
、
十
二
支
だ
け
だ
と
12
年
で

一
巡
り
し
ま
す
。
戌（
い
ぬ
）
年
と

い
っ
て
も
去
年
？
13
年
前
？
こ
れ
は

公
文
書
な
ど
記
す
に
は
不
便
。
た
だ

し
庶
民
の
間
で
は
江
戸
時
代
ま
で
干

支
の
方
が
一
般
的
で
し
た
。

3日本初
の

元
号
は
「
大
化
」 　

日
本
で
最
初
の
元
号

は
、
中
大
兄
皇
子
が
蘇

我
入
鹿
を
討
っ
た
乙
巳

（
い
っ
し
）
の
変
の
後
。
人

心
を
一
新
す
る
た
め
、
元

号
を
「
大
化
」
と
し
、
大

化
の
改
新
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
平
成

ま
で
２
４
７
の
元
号
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

江
戸
時
代
ま
で
、
元
号
は
災
害
、
遷

都
、
戦
乱
、
祥
瑞 （
し
ょ
う
ず
い
）
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
改
元
さ
れ
ま
し

た
。
一
番
短
い
の
は
、
２
カ
月
14
日
間

の
「
暦
仁
」、
次
は
３
カ
月
と
15
日
間

の
「
天
平
感
宝
」。
最
も
長
い
の
は
天

皇
の
即
位
か
ら
薨
去
（
こ
う
き
ょ
）
ま

で
続
い
た
「
昭
和
」
の
62
年
13
日
間
で

す
。

「
平
成
」
も
い
よ
い
よ
終
わ
り
。
次
の
元
号
へ
の
期
待
も
高
ま
る
こ
の
頃
で
す
。

と
こ
ろ
で
元
号
っ
て
い
つ
か
ら
あ
る
？
ど
う
や
っ
て
決
め
て
き
た
の
？

日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
、
元
号
を
巡
る
ミ
ニ
知
識
を
ご
紹
介
！

よ
も
や
ま

知
って

る
!?
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56
7

8
9

使
う
文
字
は
中
国
の
古
典
か
ら

鳥
や
カ
メ
、
温
泉
か
ら

名
付
け
た
元
号

２
種
類
の
元
号
を

使
っ
た
時
代

ハ
レ
ー
彗
星 （
す
い
せ
い
） 

や

大
地
震
で
改
元
！

な
ぜ
一
世
一
元
に
な
っ
た
？

　

平
安
時
代
以
降
の
日
本
の
元
号

は
全
て
『
書
経
』『
易
経
』『
文
選
』

『
後
漢
書
』
な
ど
中
国
の
古
典
が
出

典
元
。「
平
成
」
は
『
史
記
』
と

『
書
経
』
に
あ
る
文
字
で
す
。
江
戸

時
代
末
期
ま
で
は
漢
文
の
専
門
家
で

あ
る
文
章
博
士 （
も
ん
じ
ょ
う
は
か
せ
）

が
候
補
を
出
し
て
天
皇
が
承
認
、
今

は
学
識
経
験
者
の
案
を
内
閣
で
検
討

し
ま
す
。

　

古
代
に
は
シ
ン
プ
ル
な
元
号
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

「
白
雉 （
は
く
ち
）」
は
白
い
キ
ジ
、「
霊
亀
」
は
不
思
議
な
模
様

の
カ
メ
が
献
上
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。「
和
銅
」
は
秩
父
で

発
見
さ
れ
た
自
然
銅
で
、
日
本
初
の
貨
幣
・
和
同
開
珎
を
造
っ

た
年
だ
か
ら
。
ま
た
「
養
老
」
は
天
皇
の
行
幸
先
で
霊
泉
（
温

泉
）
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
２
人
の
天
皇
が
並
立

し
た
南
北
朝
時
代
、
元
号
も
２

種
類
あ
り
ま
し
た
。
１
３
３
１

年
か
ら
１
３
９
２
年
ま
で
の
こ

と
で
す
。
南
朝
が
「
元
弘
」
の

と
き
に
北
朝
は
「
正
慶 （
し
ょ

う
ぎ
ょ
う
）」、「
弘
和
」
の
と
き

は
「
永
徳
」
と
い
う
具
合
。
内

戦
状
態
の
国
内
で
南
北
朝
ど

ち
ら
側
に
付
い
て
い
た
か
は
、

使
っ
た
元
号
で
明
ら
か
で
す
。

　

平
安
時
代
の
「
天
養
」
が
、
わ
ず
か

１
年
４
カ
月
強
で
「
久
安
」
に
な
っ
た

の
は
、
ハ
レ
ー
彗
星
が
出
現
し
た
か
ら

で
す
。
江
戸
時
代
の
「
元
禄
」
は
大
地

震
や
大
火
事
が
続
い
て
「
宝
永
」
に
。

と
こ
ろ
が
３
年
後
に
は
富
士
山
大
噴
火

が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

元
号
が
一
世
一
元
（
１
人
の
天
皇
在
位

中
は
１
元
号
）
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代

か
ら
で
す
。
以
前
の
よ
う
に
頻
繁
に
変
え

る
の
は
や
め
る
べ
き
と
考
え
、
中
国
の
明

時
代
の
制
度
を
取
り
入
れ
た
の
で
す
。
そ

の
と
き
か
ら
庶
民
に
も
元
号
が
浸
透
。
同

時
に
導
入
さ
れ
た
太
陽
暦
（
西
暦
）
と
両

方
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



ご相談・お問い合わせはご相談・お問い合わせは 農業生活部 農業生活部 農事園芸課 ☎農事園芸課 ☎（0264）（0264）22 ‒212822 ‒2128
グリーンファームきそ店グリーンファームきそ店 ☎ ☎（0264）（0264）22 ‒306122 ‒3061
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　少しずつ春へ向かってきて、畑の準備をしている方もいらっしゃるのではないでしょうか。今回は畑
で使用されるマルチについて紹介していきます。

■ マルチの役割について
　 　マルチは雑草発生の抑制、地温の制御、乾燥防止などが代表的な役割にあげられるでしょうか。そ
れ以外にも様々な役割、効果がありますのでその一部を紹介します。

　①泥はね防止による病気の防除
　　 　水やりや雨による泥はねは土壌中の菌などを野菜に付着
させ、病気の感染経路となります。マルチは被覆すること
で泥はねをしにくくし、病気の防除へとつながります。

　②肥料成分の流亡防止
　　 　長時間の降雨などで肥料成分は流されてしまいます。マ
ルチは雨から土を守り流亡防止へとなってくれます。

■ マルチの種類
　　マルチには黒や白以外にも種類があります。マルチの種類の一部を紹介します。

　マルチの種類によって役割や効果は変わっていきます。自分が育てたい作物に合わせたマルチの使用
をしてみてはどうでしょうか。

　　家庭菜園アドバイス　　家庭菜園アドバイス マルチの役割と種類について

色 効果・特徴 地温上昇 雑草防止 害虫の
飛来防止

黒マルチ

一般的なマルチになります。効果は地温保持、
上昇効果などがあげられます。また、黒色は
光が通りにくくなるため雑草の発生抑制にな
ります。

○ ◎ ×

白黒マルチ
白マルチは黒とは逆に地温の抑制効果があり
ます。裏面が黒色のマルチは地温上昇を防ぎ、
一定の地温保持になります。

× ◎ 〇

銀色マルチ

アブラムシは反射光を嫌がる性質があるため
銀色のマルチにはアブラムシを忌避する効果
があります。アブラムシが多発している圃場
では一役買ってくれるかもしれません。

× ○ ◎

透明マルチ

透明マルチは最も地温上昇の効果があります。
しかし、光をよく通すため雑草抑制にはなり
ません。寒い春先、秋などには透明のマルチ
を使用してみてはいかがでしょうか。

◎ × ×

◎：効果大　　○：効果あり　　×：効果なし
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き り と り 線

14ページ「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙  ３月号 №361

答え（番号）　

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　４月１日㈪
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて

３月のお休み：毎週水曜日。31日㈰…棚卸しのため
営業時間：午前8：30～午後5：30　グリーンファームきそ店　☎22-3061

グリグリーーンファンファーームだよりムだより 春春のの準備準備できていますか？できていますか？

３３月月18日㈪日㈪

しなのニットしなのニット
展示即売会展示即売会

春物衣料春物衣料
揃ってます!!揃ってます!!

キノコ菌キノコ菌
入荷しました!!入荷しました!!≪ ≪ 野菜作りの手始めに!!野菜作りの手始めに!! ≫ ≫

★ ★ 完熟醗酵完熟醗酵
 牛ふん 牛ふん
〈40L〉〈40L〉

  630630円円

◆ ◆ しいたけしいたけ
  （にく丸）（にく丸）
◆ ◆ なめこなめこ
  （森2号）（森2号）
〈500コマ〉〈500コマ〉

  2,4102,410円円
〈1000コマ〉〈1000コマ〉

  4,3704,370円円

★ ★ 苦土石灰苦土石灰
  （粒）（粒）
〈20kg〉〈20kg〉

  720720円円

★ ★ 木曽有機木曽有機
 コンポ コンポ
〈15kg〉〈15kg〉

  440440円円

★ ★ 苦土石灰苦土石灰
  （粉）（粉）
〈20kg〉〈20kg〉

  470470円円

★ ★ 消石灰消石灰
 ホープ ホープ
〈20kg〉〈20kg〉

  950950円円

★ ★ 発酵発酵
 けいふん けいふん
〈15kg〉〈15kg〉

  410410円円
たねまき培土たねまき培土

〈50L〉〈50L〉2,3302,330円円
育苗培土育苗培土

〈50L〉〈50L〉2,3302,330円円
種まき・さし芽の土種まき・さし芽の土
〈14L〉〈14L〉528528円円

畑のカルシウム畑のカルシウム
〈20kg〉 〈20kg〉 1,6401,640円円

培養土培養土（園芸用）（園芸用）
〈20kg〉 〈20kg〉 1,0601,060円円

育苗培土 土太郎育苗培土 土太郎（果菜・草花用）（果菜・草花用）
〈30L〉 〈30L〉 1,3401,340円円

長野型改良畑長野型改良畑
四本備中四本備中

  5,8805,880円円

義丸

ステンレス家庭鍬ステンレス家庭鍬
剣先剣先（本鋼付）（本鋼付）

  3,8803,880円円

ステンレス家庭鍬ステンレス家庭鍬
角先角先

  3,7803,780円円

丸丸丸丸丸

長野型改良畑長野型改良畑
三本備中三本備中

  5,5805,580円円

義丸義丸

営営

諏訪ジョレン諏訪ジョレン
（手造）（手造）

  4,7704,770円円

吉利吉利

タキイタキイ

タキイタキイ

アカギアカギ

しなのしなの

鍬などの刃研ぎと柄の交換も
行っていますのでお気軽に行っていますのでお気軽に
お申し付けください。お申し付けください。

（価格は税込みです）（価格は税込みです）



健
康
百
科

健健健健健健
康康康康康康
百百百百百百
科科科科科科

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長

松
島　

松
翠

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおお
天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
ンンンン
ダダダダ
ーー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

8

め
ま
い
へ
の
対
処
法

　

急
に
立
ち
上
が
っ
た
と
き
に
、
目
の

前
が
暗
く
な
っ
た
り
、
ク
ラ
ク
ラ
ッ
と

す
る
立
ち
く
ら
み
。
こ
れ
は
な
ぜ
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

め
ま
い
に
は
、
三
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
ク
ラ
ク

ラ
す
る
立
ち
く
ら
み
は
、
め
ま
い
の
中

で
は
最
も
多
い
も
の
で
す
。
立
ち
く
ら

み
の
主
な
原
因
は
、
起
立
時
の
急
激
な

血
圧
低
下
で
、
脳
へ
の
血
流
量
が
少
な

く
な
る
こ
と
で
す
。
普
段
か
ら
低
血
圧

気
味
の
方
は
、
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
症

状
が
起
き
た
ら
、
横
に
な
っ
て
頭
を
低

く
し
て
い
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

二
つ
目
の
め
ま
い
は
ふ
わ
ふ
わ
す
る

め
ま
い
で
す
。
体
が
ふ
わ
ふ
わ
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
な
、
ま
た
は
ふ
ら
ふ
ら
揺

れ
て
い
る
よ
う
な
め
ま
い
で
す
。
患
者

さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
宙
に
浮
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
り
、
柔
ら
か
い
ソ

フ
ァ
ー
の
上
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
過
労
や
睡
眠
不
足
、
ス
ト
レ

ス
、
不
安
な
ど
で
心
身
が
不
調
な
と
き

に
起
き
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
内
耳
の
病
気
で
起
こ
っ
た
り
、

ま
れ
に
脳
の
病
気
が
原
因
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
め
ま
い

で
す
。
自
分
や
周
囲
が
激
し
く
回
転
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
タ
イ

プ
の
め
ま
い
は
、
主
に
内
耳
の
病
気
が

原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
メ
ニ
エ
ー
ル
病

や
前
庭
神
経
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

対
処
法
と
し
て
は
、
十
分
に
休
ん
で

も
め
ま
い
が
改
善
し
な
か
っ
た
り
、
症

状
が
つ
ら
い
場
合
に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

め
ま
い
と
同
時
に
、
激
し
い
頭
痛
が

起
こ
る
場
合
、
手
や
脚
の
し
び
れ
や
マ

ヒ
が
出
る
場
合
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
救
急
外
来

や
脳
神
経
外
科
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

黄
砂
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
全
国

の
気
象
官
署
で
観
測
さ
れ
た
黄
砂
の

日
数
は
、
３
月
か
ら
増
え
始
め
、
４

月
に
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
黄
砂
は
「
春
の
使
者
」
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
黄
砂
は
中
国
大
陸
の
奥

地
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
や
ゴ
ビ
砂

漠
の
砂
が
強
風
で
巻
き
上
げ
ら
れ
、

風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
現
象
で

す
。
冬
の
間
は
砂
漠
地
帯
も
雪
に
覆

わ
れ
、
夏
に
な
る
と
草
が
生
え
る
た

め
、
砂
が
巻
き
上
が
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
雪
が
解
け
、
草
も
ま
だ
生
え

て
い
な
い
春
は
砂
が
巻
き
上
が
り
や

す
い
た
め
、
黄
砂
は
春
に
多
い
の
で

す
。

　

黄
砂
が
飛
ん
で
く
る
と
、
見
通
し

が
悪
く
な
り
、
飛
行
機
が
欠
航
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
上
に
黄
砂
が

降
れ
ば
、
洗
濯
物
や
車
を
汚
し
、
吸

い
込
む
と
健
康
被
害
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
生
活
が
変
わ
る
節
目

で
す
。
お
花
見
な
ど
楽
し
い
こ
と
も

多
く
な
り
ま
す
。
体
調
を
崩
し
て

「
砂
を
か
む
思
い
」
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

砂
を
か
む

き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙



9 ＪＡきそＪＡきそ 2019年３月号 2019年３月号

歌
壇
・
俳
壇
年
間
賞
発
表

歌
壇
・
俳
壇
年
間
賞
発
表

昨
年
、
Ｊ
Ａ
歌
壇
・
俳
壇
コ
ー
ナ
ー
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
Ｊ
Ａ
木
曽
役
職
員
が
各
月

昨
年
、
Ｊ
Ａ
歌
壇
・
俳
壇
コ
ー
ナ
ー
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
Ｊ
Ａ
木
曽
役
職
員
が
各
月

ご
と
心
に
響
く
一
句
又
は
一
首
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
間
賞
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

ご
と
心
に
響
く
一
句
又
は
一
首
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
間
賞
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

歌 

壇

一　

月

一　

月　　

採
ら
ざ
り
し
柿
熟
れ
く
れ
ば
小
鳥
ら
の
終
日
を
来
て
囀
り
止
ま
ず

採
ら
ざ
り
し
柿
熟
れ
く
れ
ば
小
鳥
ら
の
終
日
を
来
て
囀
り
止
ま
ず

  

日　

義　
　

越　

取　

思
正
子

日　

義　
　

越　

取　

思
正
子

二　

月　

二　

月　

ひ
び
割
れ
し
指
の
疼
く
を
大
き
手
で
包
み
く
れ
に
き
雪
積
も
る
夜
に

ひ
び
割
れ
し
指
の
疼
く
を
大
き
手
で
包
み
く
れ
に
き
雪
積
も
る
夜
に

  

大　

桑　
　

科　

野　

八　

重

大　

桑　
　

科　

野　

八　

重

三　

月　

三　

月　
「
酷
寒
の
こ
の
地
が
好
き
」
と
豪
州
の
旅
人
言
い
て
熱
い
蕎
麦
食
う

「
酷
寒
の
こ
の
地
が
好
き
」
と
豪
州
の
旅
人
言
い
て
熱
い
蕎
麦
食
う

  

開　

田　
　

嶽　

見　

和　

子

開　

田　
　

嶽　

見　

和　

子

四　

月　

四　

月　

平
和
へ
の
願
い
を
託
し
様
々
な
影
絵
を
う
つ
す
雪
灯
り
の
火

平
和
へ
の
願
い
を
託
し
様
々
な
影
絵
を
う
つ
す
雪
灯
り
の
火

  

奈
良
井　
　

工　

藤　

勇　

三

奈
良
井　
　

工　

藤　

勇　

三

五　

月　

五　

月　

極
寒
を
何
と
か
耐
へ
て
乗
り
越
え
ぬ
妻
と
茶
を
飲
む
日
溜
り
眩
し

極
寒
を
何
と
か
耐
へ
て
乗
り
越
え
ぬ
妻
と
茶
を
飲
む
日
溜
り
眩
し

  

木　

祖　
　

武　

重　
　
　

慧

木　

祖　
　

武　

重　
　
　

慧

六　

月　

六　

月　

山
か
す
み
辛
夷
の
花
が
さ
き
ほ
こ
る
実
り
の
予
兆
と
笑
む

山
か
す
み
辛
夷
の
花
が
さ
き
ほ
こ
る
実
り
の
予
兆
と
笑
む
亡亡はは

母母はは

浮
か
ぶ

浮
か
ぶ

  

上　

松　
　

原　
　
　

き
よ
子

上　

松　
　

原　
　
　

き
よ
子

七　

月　

七　

月　

喘
ぎ
つ
つ
登
り
詰
め
た
る
春
日
山
古
城
の
跡
は
蝉
時
雨
せ
り

喘
ぎ
つ
つ
登
り
詰
め
た
る
春
日
山
古
城
の
跡
は
蝉
時
雨
せ
り

  

新　

開　
　

池　

井　

十
与
子

新　

開　
　

池　

井　

十
与
子

八　

月　

八　

月　

こ
の
町
に
永
く
住
み
て
も
知
ら
ぬ
道
通
れ
ば
児
の
ご
と
胸
お
ど
る
な
り

こ
の
町
に
永
く
住
み
て
も
知
ら
ぬ
道
通
れ
ば
児
の
ご
と
胸
お
ど
る
な
り

  

上　

松　
　

古　

田　

澄　

子

上　

松　
　

古　

田　

澄　

子

九　

月　

九　

月　

温
暖
化
に
「
夏
で
も
寒
い
ヨ
イ
ヨ
イ
」
と
言
へ
な
く
な
り
ぬ
開
田
高
原

温
暖
化
に
「
夏
で
も
寒
い
ヨ
イ
ヨ
イ
」
と
言
へ
な
く
な
り
ぬ
開
田
高
原

  

開　

田　
　

梅　

戸　

幸　

子

開　

田　
　

梅　

戸　

幸　

子

十　

月　

十　

月　

晩
酌
を
い
ま
始
め
た
と
答
え
れ
ば
隣
家
の
姪
か
ら
天
婦
羅
届
く

晩
酌
を
い
ま
始
め
た
と
答
え
れ
ば
隣
家
の
姪
か
ら
天
婦
羅
届
く

  

上　

松　
　

野　

口　

英　

作

上　

松　
　

野　

口　

英　

作

十
一
月　

十
一
月　

赤
ト
ン
ボ
猛
暑
追
い
や
り
涼
風
を
連
れ
空
高
く
優
雅
に
飛
べ
り

赤
ト
ン
ボ
猛
暑
追
い
や
り
涼
風
を
連
れ
空
高
く
優
雅
に
飛
べ
り

  

大　

桑　
　

金　

澤　

紀　

子

大　

桑　
　

金　

澤　

紀　

子

十
二
月　

十
二
月　

こ
の
こ
の
女女ひ
と
ひ
と

と
楽
し
く
暮
ら
し
満
ち
足
り
て
来
世
も
夫
婦
と
吾
は
願
い
ぬ

と
楽
し
く
暮
ら
し
満
ち
足
り
て
来
世
も
夫
婦
と
吾
は
願
い
ぬ

  

開　

田　
　

小　

池　
　
　

研

開　

田　
　

小　

池　
　
　

研

俳 
壇

一　

月

一　

月

錦
秋
の
木
曽
を
発
ち
行
く
御
神
木

錦
秋
の
木
曽
を
発
ち
行
く
御
神
木  

上　

松　
　

池　

田　

郁　

代

上　

松　
　

池　

田　

郁　

代

二　

月

二　

月

雪
掻
き
の
え
ら
さ
辛
さ
に
天
仰
ぐ

雪
掻
き
の
え
ら
さ
辛
さ
に
天
仰
ぐ  

南
木
曽　
　

平　

田　

さ
ち
子

南
木
曽　
　

平　

田　

さ
ち
子

三　

月

三　

月

八
十
路
来
る
老
い
確
め
つ
雪
を
掻
く

八
十
路
来
る
老
い
確
め
つ
雪
を
掻
く  

大　

桑　
　

目　

谷　

勝　

義

大　

桑　
　

目　

谷　

勝　

義

四　

月

四　

月

老
梅
や
そ
ろ
そ
ろ
覚
め
よ
と
陽
が
ゆ
す
る

老
梅
や
そ
ろ
そ
ろ
覚
め
よ
と
陽
が
ゆ
す
る  
王　

滝　
　

水　

宅　

ゆ　

き

王　

滝　
　

水　

宅　

ゆ　

き

五　

月

五　

月

豊
穣
の
使
者
と
や
楚
々
と
山
辛
夷

豊
穣
の
使
者
と
や
楚
々
と
山
辛
夷  

大　

桑　
　

樋　

田　

平　

好

大　

桑　
　

樋　

田　

平　

好

六　

月

六　

月

久
々
に
華
や
ぐ
春
の
蔵
開
き

久
々
に
華
や
ぐ
春
の
蔵
開
き  

福　

島　
　

柴　

山　

安　

子

福　

島　
　

柴　

山　

安　

子

七　

月

七　

月

花
吹
雪
散
歩
の
犬
も
も
て
遊
ぶ

花
吹
雪
散
歩
の
犬
も
も
て
遊
ぶ  

日　

義　
　

山
ノ
井　

嘉　

子

日　

義　
　

山
ノ
井　

嘉　

子

八　

月

八　

月

嬰
児
の
泣
き
声
の
せ
て
青
葉
風

嬰
児
の
泣
き
声
の
せ
て
青
葉
風  

上　

松　
　

石　

田　

な
つ
子

上　

松　
　

石　

田　

な
つ
子

九　

月

九　

月

軒
下
の
巣
立
を
誘
ふ
親
燕

軒
下
の
巣
立
を
誘
ふ
親
燕  

上　

松　
　

村　

仲　
　
　

徹

上　

松　
　

村　

仲　
　
　

徹

十　

月

十　

月

手
に
取
り
て
稲
穂
の
重
み
た
し
か
む
る

手
に
取
り
て
稲
穂
の
重
み
た
し
か
む
る  

大　

桑　
　

垣　

外　

安
喜
子

大　

桑　
　

垣　

外　

安
喜
子

十
一
月

十
一
月

む
ら
さ
き
の
朝
の
雫
や
山
葡
萄

む
ら
さ
き
の
朝
の
雫
や
山
葡
萄  

新　

開　
　

志　

水　

さ
よ
子

新　

開　
　

志　

水　

さ
よ
子

十
二
月

十
二
月

夕
日
受
け
満
天
星
紅
葉
校
舎
染
む

夕
日
受
け
満
天
星
紅
葉
校
舎
染
む  

日　

義　
　

手　

塚　

フ
サ
子

日　

義　
　

手　

塚　

フ
サ
子

平
成
三
十
年

平
成
三
十
年
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柊
の
匂
ひ
た
だ
よ
う
屋
敷
道

年
忘
れ
互
の
無
事
を
肴
と
す

真
っ
白
な
夕
餉
の
膳
に
蕪
蒸
し

木
枯
ら
し
も
ど
っ
と
乗
り
込
む
里
の
駅

一
人
減
り
二
人
減
り
け
り
忘
年
会

葉
を
落
と
し
仁
王
立
ち
す
る
冬
木
立

先
輩
も
友
も
逝
き
け
り
年
暮
る
る

小
春
日
や
寝
轉
ん
で
読
む
旅
の
本

口
ば
か
り
達
者
に
な
り
て
日
向
ぼ
こ

旅
果
つ
や
や
た
ら
恋
し
き
根
深
汁

霜
月
の
月
冴
へ
渡
る
村
灯

四
方
の
山
鎮
ま
り
賜
ひ
初
日
の
出

風
邪
気
味
の
五
臓
六
腑
に
玉
子
酒

煤
逃
げ
や
徳
利
下
げ
て
夫
の
墓

ゆ
く
り
な
く
冬
虹
仰
ぐ
誕
生
日

恙
な
く
暮
ら
す
幸
せ
年
の
暮

冬
ざ
れ
や
田
畑
平
ら
に
耕
さ
る

谷
間
の
雪
紫
に
駒
ケ
岳

抱
か
れ
て
小
雪
舞
ふ
朝
チ
ワ
ワ
逝
く

寒
風
を
生
み
出
す
嶽
と
共
に
あ
り

冬
支
度
白
菜
洗
ふ
水
は
し
ゃ
ぐ

木
守
柿
今
年
は
多
め
に
五
つ
六
つ

上　

松　

 

徳　

原　

義
一
郎

大　

桑　

 

加　

藤　

孝　

治

贄　

川　

 

小　

澤　

典　

子

木　

祖　

 

岩　

原　

政　

広

上　

松　

 

久
保
田　
　
　

隆

上　

松　

 

福　

邑　
　
　

忠

大　

桑　

 

目　

谷　

勝　

義

奈
良
井　

 

工　

藤　

勇　

三

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

日　

義　

 

明　

嵐　

久　

子

大　

桑　

 

垣　

外　

安
喜
子

王　

滝　

 

小　

山　
　
　

誠

日　

義　
 

永　

瀬　
　
　

豊

王　

滝　
 

水　

宅　

ゆ　

き

南
木
曽　

 
楯　
　
　

美　

江

福　

島　

 

和　

田　

迪　

子

上　

松　

 

徳　

原　

キ
ヨ
子

上　

松　

 

武　

居　

和　

江

上　

松　

 

村　

仲　
　
　

徹

福　

島　

 

柴　

山　

安　

子

南
木
曽　

 

平　

田　

さ
ち
子

上　

松　

 

高　

柳　

恒　

雄

【
選
評
】

　
　

●
義
一
郎
さ
ん
… 

柊
の
花
が
匂
う
道
。
南
部
の
方
で
は
山
茶
花
や
菜
の
花
、
冬
椿
な
ど
咲
い

て
羨
ま
し
い
と
思
う
。
ま
た
艶
の
あ
る
緑
の
葉
が
何
と
も
言
え
な
い
美
し

さ
で
長
持
ち
す
る
。
花
は
人
の
心
を
温
か
く
す
る
。

　
　

●
孝
治
さ
ん
…
… 

年
忘
れ
も
高
齢
と
共
に
集
ま
る
人
も
少
な
く
な
る
淋
し
い
こ
と
だ
け
れ

ど
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
。
お
互
い
の
無
事
で
あ
る
こ
と
を
「
肴
」

と
は
臨
場
感
が
あ
っ
て
い
い
。

　
　

●
典
子
さ
ん
…
… 

真
白
な
蕪
蒸
し
。
夕
餉
に
温
ま
る
御
馳
走
で
も
あ
る
。
冬
は
湯
気
の
た
つ

物
が
い
い
。

選
者
の
一
句　

  

運
勢
は
神
に
お
ま
か
せ
七
日
粥

尾
羽
林 

も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

秋
の
陽
は
斜
め
に
入
り
て
わ
が
脳
を
貫
き
通
す
泣
け
と
ば
か
り
に

南
木
曽　

 

藤　

原　
　
　

勝

山さ
ん

茱し
ゅ

萸ゆ

の
紅
き
実
あ
ま
た
冬
枯
れ
の
な
か
に
咲
き
た
る
花
の
如
し
ぞ

大　

桑　

 

高　

橋　

志
げ
子

山
々
の
見
事
な
紅
葉
こ
の
ま
ま
に
置
い
て
お
き
た
し
叶
わ
ぬ
願
い
か

大　

桑　

 

金　

澤　

紀　

子

こ
の
年
の
漢
字
を
「
命
」
と
わ
れ
は
書
く
曾
孫
漸
く
笑
ひ
は
じ
め
て

大　

桑　

 

科　

野　

八　

重

手
作
り
の
大
き
干
し
柿
蜂
屋
柿
ひ
と
り
頬
張
る
味
見
と
言
ひ
て

上　

松　

 

古　

田　

澄　

子

胸
ふ
さ
ぐ
ニ
ュ
ー
ス
の
後
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

　
　
　
　

「
日
本
の
四
季
」
に
変
え
て
癒
さ
る
る 

上　

松　

 

原　
　
　

き
よ
子

避
難
せ
し
村
人
励
ま
す
学
生
好
し
美
し
き
滝
越
と
詠
む
人
も
あ
り

上　

松　

 

野　

口　

英　

作

秋
更
け
て
赤
き
実
熟
る
る
野
茨
を
鳥
に
も
分
け
や
る
明
日
は
立
冬

王　

滝　

 

三　

浦　

美　

春

猫
小
屋
も
椿
に
野
菜
も
冬
囲
ひ
鞭
の
短
日
た
ち
ま
ち
暮
る
る

新　

開　

 

池　

井　

十
与
子

在
り
し
日
の
父
の
土
産
は
『
り
ぼ
ん
』
に
て
笑
み
ゐ
し
面
ざ
し
時
折
り
浮
か
ぶ

開　

田　

 

梅　

戸　

幸　

子

看
護
師
が
「
い
か
が
で
す
か
」
と
笑
顔
見
す
そ
の
一
言
が
わ
れ
を
励
ま
す

木　

祖　

 

武　

重　
　
　

慧

満
点
に
後
の
一
本
的
を
逸
る
吹
き
矢
に
今
日
も
心
技
を
鍛
ふ

木　

祖　

 

伊　

藤　

秀　

之

佳　

 

作

【
選
評
】
①
誰
に
も
明
日
の
命
は
わ
か
ら
ず
知
り
得
な
い
。
上
の
句
の
発
想
に
頷
く
。
続
く
「
来
春
」
が

効
い
て
い
て
、
味
わ
い
深
い
作
品
。

②
よ
く
あ
る
何
気
な
い
と
こ
ろ
を
捉
え
、
農
事
を
丁
寧
に
詠
っ
て
佳
い
。
余
情
が
あ
る
。

③
「
権
兵
衛
峠
」
は
旧
道
で
あ
ろ
う
か
。
往
時
の
追
想
が
床
し
い
。

秀　

 

作

①

人
生
の
残
り
数
え
る
術す
べ

は
な
し
来
春
に
蒔
く
豆
の
種
選よ

る

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

②

師
走
に
入
り
風
吹
き
す
さ
ぶ
夕
畑
に
置
き
忘
れ
た
る
鎌
探
し
お
り

日　

義　

 

越　

取　

思
正
子

③

馬
の
背
に
米
積
み
載
せ
て
越
え
し
と
い
ふ
権
兵
衛
峠
の
真
昼
静
け
し

奈
良
井　

 

工　

藤　

勇　

三

平成30年12月投稿分

短
歌
募
集
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穏
や
か
や
磴
道
登
り
初
詣

平
成
の
末
の
青
空
初
御
空

み
な
帰
り
二
人
黙
し
て
賀
状
読
む

子
等
集
ひ
坊
主
め
く
り
に
初
笑
ひ

伊
勢
参
り
頭
上
舞
ひ
飛
ぶ
お
賽
銭

若
水
の
茶
を
神
佛
に
供
へ
け
り

木
枯
ら
し
に
背
中
押
さ
れ
て
通
院
す

晩
鐘
の
音
色
や
さ
し
く
日
脚
伸
ぶ

遠
き
日
の
十
人
家
族
や
隙
間
風

夫
知
ら
ぬ
平
成
を
生
き
大
晦
日

さ
ざ
波
の
や
ふ
な
雪
原
母
の
里

寒
星
や
夜
間
飛
行
の
灯
が
光
る

星
冴
ゆ
る
宇
宙
の
中
に
我
生
く
る

日
記
買
ふ
次
の
年
号
無
き
ま
ま
に

梅
香
ほ
る
眩
し
き
朝
の
深
呼
吸

振
り
返
り
し
み
じ
み
覗
く
初
鏡

続
け
た
き
五
年
日
記
の
一
ペ
ー
ジ

ホ
ル
ン
の
音
山
よ
り
響
く
雪
催
ひ

寒
の
空
昼
な
ほ
暗
き
杉
林

節
分
や
座
り
直
し
て
恵
方
巻

そ
れ
そ
れ
と
婆
が
ぶ
ち
ま
く
寒
ご
や
し

め
で
た
く
も
紅
白
梅
の
咲
き
揃
ふ

上　

松　

 

福　

邑　
　
　

忠

日　

義　

 

田　

中　

兼　

昭

上　

松　

 

村　

仲　
　
　

徹

上　

松　

 

吉　

村　

行　

男

上　

松　

 

徳　

原　

義
一
郎

大　

桑　

 

勝　

野　

五　

月

木　

祖　

 

岩　

原　

政　

広

福　

島　

 

和　

田　

迪　

子

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

王　

滝　

 

水　

宅　

ゆ　

き

福　

島　

 

柴　

山　

安　

子

王　

滝　

 

小　

谷　

竹　

代

日　

義　

 

永　

瀬　
　
　

豊

上　

松　

 

清　

水　

茂　

子

大　

桑　

 

池　

口　

剛　

代

大　

桑　

 

加　

藤　

孝　

治

南
木
曽　

 

山　

田　

富
美
子

日　

義　

 

山
ノ
井　

嘉　

子

木　

祖　

 

青　

木　

と
く
子

大　

桑　

 

垣　

外　

安
喜
子

南
木
曽　

 

楯　
　
　

美　

江

木　

祖　

 

上　

村　

け
い
子

【
選
評
】

　
　

●
忠
さ
ん
…
… 

雪
の
な
い
新
年
は
、
い
ま
だ
に
記
憶
に
な
い
、
真
っ
新
な
雪
が
あ
っ
た
。
穏

や
か
な
清
々
し
い
程
晴
れ
た
初
詣
に
、
よ
き
年
に
な
り
そ
う
な
気
持
に
な
れ

る
。

　
　

●
兼
昭
さ
ん
… 

平
和
で
あ
っ
た
平
成
も
限
ら
れ
た
月
日
と
な
っ
た
。
張
り
つ
め
た
青
空
に
改

元
へ
の
希
望
が
籠
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
　

●
徹
さ
ん
…
… 
孫
子
等
の
帰
っ
た
あ
と
の
鎮
ま
り
か
え
っ
た
二
人
の
家
の
中
、
そ
の
雰
囲
気

が
痛
い
程
分
か
る
気
が
す
る
。

選
者
の
一
句　

  

折
れ
さ
ふ
な
細
月
宵
の
冴
返
る

尾
羽
林 

も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

新
春
に
今
年
の
抱
負
語
り
た
り
只
ひ
た
す
ら
に
猪
突
猛
進
と

南
木
曽　

 

藤　

原　
　
　

勝

古
日
記
開
け
ば
押
し
葉
挟
み
あ
り
山
は
時
雨
れ
て
春
ま
だ
遠
し

南
木
曽　

 
林　
　
　

紀
美
子

冬
空
の
下
の
連
峰
く
つ
き
り
と
夕
日
に
映
え
て
額
に
入
れ
た
し

大　

桑　

 

髙　

橋　

志
げ
子

ひ
孫
ら
に
天
下
取
ら
れ
た
三
箇
日
弾
け
る
よ
う
な
初
笑
い
あ
り

大　

桑　

 

金　

澤　

紀　

子

縁
側
の
白
き
障
子
に
光
差
し
五
段
飾
り
の
雛
の
ほ
ほ
え
み

大　

桑　

 

池　

口　

剛　

代

暖
か
き
大
寒
の
日
の
狭
庭
辺
に
控
え
目
に
し
て
紅
梅
ほ
こ
ろ
ぶ

上　

松　

 

古　

田　

澄　

子

平
成
の
終
り
を
思
ひ
心
機
一
転
と
天
声
人
語
を
日
々
に
読
み
書
く

上　

松　

 

原　
　
　

き
よ
子

正
月
を
す
ご
し
赴
く
孫
の
乗
る
列
車
の
通
過
を
遠
く
見
送
る

上　

松　

 

野　

口　

英　

作

傘
寿
な
る
夫
の
祝
の
囀
り
か
鵯
の
番
つ
が
い
高
声
に
鳴
く

三　

岳　

 

小　

坂　

信　

子

毛
糸
玉
の
手
が
逸
れ
こ
ろ
が
る
を
喜
び
て
戯
れ
る
子
猫
午
後
の
日
溜
り

王　

滝　

 

三　

浦　

美　

春

久
々
に
父
の
ふ
る
さ
と
訪
ぬ
れ
ば
温
か
く
従
姉
持
て
成
し
く
る
る

開　

田　

 

嶽　

見　

和　

子

寒
風
に
乗
り
て
流
る
る
鯨
雲
捕
鯨
再
開
か
忘
れ
得
ぬ
味木　

祖　

 

武　

重　
　
　

慧

佳　

 

作

【
選
評
】
①
帰
省
客
も
無
く
静
か
な
元
旦
で
し
ょ
う
か
。
年
が
明
け
た
か
ら
と
言
っ
て
特
別
変
わ
ら
な

い
。
寂
し
い
が
思
い
は
深
い
。
下
の
句
が
佳
い
。

②
類
型
の
あ
る
歌
だ
が
、
上
の
句
に
体
験
が
あ
っ
て
独
自
の
作
品
に
し
て
い
る
。
母
娘
は
似
る

も
の
な
ん
で
す
ね
。

③
寒
中
の
空
気
の
冴
え
渡
っ
た
山
間
の
朝
を
詠
う
。
工
場
は
製
材
所
か
。

秀　

 
作

①

何
事
も
変
り
な
く
ひ
そ
と
年
の
明
け
黙
し
て
雑
煮
の
餅
を
焼
き
を
り

大　

桑　

 

科　

野　

八　

重

②

分
厚
く
て
切
り
に
く
か
り
し
母
の
爪
思
い
つ
つ
母
似
の
わ
が
爪
を
切
る

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

③

寒
の
朝
工
場
始
動
の
エ
ン
ジ
ン
音
ひ
と
き
は
冴
え
て
川
面
渡
り
来
ぬ

木　

祖　

 

安　

原　

富
貴
子

平成31年１月投稿分

短
歌
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投句先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、３月末日までの到着はがきにて選考いたします。≪５月号掲載作品を募集中です≫］
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　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

●１月31日㈭　開催
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②単体自己資本比率の状況について
③農業生活部・金融部事業報告につい
て

④次期３カ年計画検討状況中間報告に
ついて ほか

【協議事項】
①12月末事業現況について
②平成30年度下期中間監事監査報告
書について

③役員改選に伴う日程等（案）につい
て

④支所組合員総集会開催要領（案）に
ついて

⑤総代選挙通知について ほか

ＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

理事会だより理事会だより

＊３月の年金相談会はございません。
＊来月の年金相談会
　４月18日㈭　木祖支所
 (相談時間 10時～15時30分)

平成31年１月中平成31年１月中
にいただいたにいただいた
おたよりからおたよりから

毎日寒い日が続いていますが、今年は雪が少なく、雪
かきで労力を削られることもなく助かっていますが、
スキー場では雪不足が続いているので、やっぱり雪は
降ってほしいと思います。 （木祖：中島さん　40歳）

－13℃に冷え込んだ朝の散歩中、転ばない
ように注意しながら歩いていて振り向くと犬
が滑っていた♡ （日義：郡上さん　60歳）

間もなく「平成」も終わり、自然災害が
多く、沢山の方の命も奪われて、どうか
次元号は平和で穏やかであってほしいと
願っています。 （新開：原さん　69歳）

年末年始と積雪のない最近では珍しい木曽路の風
景。スキー場のコース整備が大変の様ですが、春
先の水不足も気掛りに！ （三岳：脇田さん　64歳）

曾孫が1才になり、誕生餅を背負いましたが
今は市販のリュックサック入りの餅や和服の
袴と着物一式がありビックリです。正月用だ
そうです。ちなみに孫は12月生まれです。 
 （上松：石田さん　81歳）

木曽の若い力が最近スポーツで活躍して
いてうれしいです。相撲、空手、駅伝
等々。御嶽海は今場所、上々の出足 ! !  
 （南木曽：田口さん　71歳） ☎  0 1 2 0 - 2 3 - 2 5 1 3

ＪＡ虹のホールきそＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」の開催
　①３月 2 日㈯
　②３月13日㈬ 会場  ＪＡ虹のホールきそ時間  午前９時～午後５時　③３月31日㈰

虹のホールきそからのお知らせ

■出張相談のお知らせ
　 　ホールまでの交通手段がないなどでお困
りの皆様へ、虹のホールよりご自宅へ伺い
相談対応致します。葬儀・法事は勿論、終
活の一環としても構いません。日頃気にか
かる事がありましたらお気軽にご相談くだ
さい。尚、訪問日時は要相談、予約制とな
りますので御了承ください。

⎫
⎬
⎭

●２月26日㈫　開催
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②平成30年度コンプライアンス・プログラム実施状況につ
いて

③平成30年度苦情及び対応状況について
④平成31年度監事監査計画について
【協議事項】
①１月末事業現況について
②平成30年度決算・総代会等事務処理日程（案）について
③ＪＡ木曽次期構想次期３カ年計画（案）について
④平成31年度コンプライアンス・プログラム（案）につい
て

⑤平成31年度販売品・購買品基準手数料率（案）について
⑥平成31年度余裕金運用について
⑦全国監査機構期中監査Ⅰ改善指示書及び監査事後処理報告
について ほか
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ＪＡバンクからのお知らせ

［保証料別途］年0.75％～年1.60％の保証料がかかりま
す（ＪＡとのお取引状況により、0.5％～0.7％の保証
料が適用される場合があります）。

※2019年２月から５月までに新たにＪＡで給与受
取口座を指定し、いずれかの月に５万円以上の給
与の入金ができた方が対象になります。
※詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ。

■ご 融 資 額：10万円以上1,000万円以内■ご 融 資 額：10万円以上1,000万円以内
■ご 融 資 間：６ヶ月以上10年以内■ご 融 資 間：６ヶ月以上10年以内
■お使いみち：自動車・バイク等購入資金、■お使いみち：自動車・バイク等購入資金、
　　　　　　　修理費用、車検費用など　　　　　　　修理費用、車検費用など

 お申込みについて 
　当キャンペーンのお申込みは不要です。

※当ＪＡとのお取引状況によっては、上記最軽減金
利が適用されない場合もございます。
※詳しくはお近くのＪＡ窓口またはローンセンター
へお問い合わせください。

　JA木曽 検索

ＪＡマイカーローン
キャンペーン実施中!!

期間：４月30日㈫ まで 期間：５月31日㈮ まで

最軽減金利
[変動金利] 年 1.00 ％

期間 ５ 31 ㈮まで

新規口座、給与口座は新規口座、給与口座は
ＪＡバンクへＪＡバンクへ!!!!

ＪＡバンクを給与受取口座として
新たにご指定いただくと、応募者全員に、
「ＪＡバンク特製ＱＵＯカード」
２,０００円券をプレゼント!!

JA団体傷害保険制度JA団体傷害保険制度

B1624300K1206-20161006

●示談交渉サービス付きですので、日本国内においてご家族が加害者となる賠償事故の場合に、
　共栄火災の専任スタッフがご家族に代わって示談交渉を行います。
●示談交渉サービス付きですので、日本国内においてご家族が加害者となる賠償事故の場合に、
　共栄火災の専任スタッフがご家族に代わって示談交渉を行います。

JA団体JA団体傷害保険制度

日常生活個人賠償責任補償特約付帯交通事故傷害保険

自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償

自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償
自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償

自転車に乗っていて
転倒し、入院した。
自転車に乗っていて
転倒し、入院した。

道路を歩行中に、
車にはねられ死亡した。
道路を歩行中に、

車にはねられ死亡した。

こんなときに
保険金を
お支払いします

こんなときに
保険金を
お支払いします

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

駐車中の車に自転車で
キズを付けてしまった。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

駐車中の車に自転車で
キズを付けてしまった。

ショッピング中にお店の
商品を壊してしまった。
ショッピング中にお店の
商品を壊してしまった。

年間保険料

4,800円
■お支払いいただく保険料は、被保険者ご本人の職業、年齢、
性別にかかわらず、年額4,800円です。
■被保険者ご本人の年齢によるご加入の制限はありません。

●JA自転車倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会
（JA共済連）を保険契約者とし、木曽農業協同組合の
組合員の皆さまを加入者（被保険者）とするJA団体傷
害保険制度です。

●日常生活における賠償責任と交通事故等によるケガ
を、日本国内・国外を問わず補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

補償期間：２０１９年７月１日（月）より１年間

取扱代理店：木曽農業協同組合 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社 
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〈ホームページ〉
http://www.ja-kiso.iijan.or.jp
2019.３月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島3807-1 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　髙橋 　德 環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

挑
戦
挑
戦
！！

ま
ち
が
い
さ
が
し
に

頭
の
体
操

　今回は２月の女性部役員会の折に作った「簡単ポケッ
トティッシュ入れ」からの問題です。上と下の写真を比
べると、 ３ヵ所の間違いがあります。 挑戦してください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌７ページ下
段の用紙を切り取ってご利用ください。答えとＪＡや広
報誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で５名の方に
「ハナール プランター45型＆
　　　花と野菜の培養土（４L）セット」をプレゼント。
◎応募の締切　４月１日㈪
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

１・２月合併号の答え　①・③・⑧でした。（間違い探しの答えは ここ）

　年中、塩蔵で販売されているわかめですが、３～５月が旬と
なります。春を告げるといわれる「生わかめ」は旬のこの時期
にしか食べられません。
　ヌルヌル感の正体である「アルギン酸」をはじめ、カルシウ
ムやマグネシウムなどのミネラル分など、たくさんの栄養成分
が含まれています。一方、ヨウ素も豊富に含まれているため、
甲状腺疾患のある方は注意が必要です。

一口メモ
材料

（２人前）

新物春わかめ ……………… 50ｇ 
豚もも肉しゃぶしゃぶ用 … 100ｇ 
水　菜 ……………………… 30ｇ
大　根 ……………………… 5㎝程度
長ねぎ ……………………… 3㎝程度
ポン酢 ……………………… 1/4カップ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12
月
号
当
選
者
は

  

山
崎
富
貴
子
さ
ん

  

田
中　

恵
美
さ
ん

  

原　
　

文
雄
さ
ん

  

唐
澤　

紗
歩
さ
ん  

ほ
か
６
名

１ 

・
２
月
合
併
号
当
選
者
は

  

翁
像
と
し
江
さ
ん

  

溝
口　

愛
香
さ
ん

  

大
宮
佐
知
子
さ
ん  

ほ
か
４
名

春わかめと豚肉のおろしポン酢サラダ
① 大根はすりおろし、ざるに入れて水切りをします。
② 水菜は3㎝程度に切ります。
③ 長ねぎは粗みじんにします。
④ わかめは食べやすい大きさに切ります。
⑤ 鍋に湯を沸かし、④をサッと茹で、冷水に取り、水気を切り
ます。

⑥ ⑤の鍋に豚肉を１枚ずつ入れ茹でて、そのまま冷まします。
⑦ ボウルに①と③、ポン酢を混ぜ合わせます。
⑧ 皿に②を敷き、⑤と⑥を盛り、⑦をかけます。

作り方

エーコープ仕込みそエーコープ仕込みそ

「早
期ご購入

キャンペーン」実施中！「早
期ご購入

キャンペーン」実施中！

お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター
0264-23-2112

食べて当たる ! !食べて当たる ! !
抽選で合計60名様抽選で合計60名様
ＪＡまごころ商品券プレゼント ! !ＪＡまごころ商品券プレゼント ! !

2019年
４月17日まで


